
①視覚障害をお持ちの方のため
②視覚障害以外の身体障害をお持ちの方のため
③高齢者のため
④体調不良の方のため
⑤幼児/ベビーカーを連れている方のため
⑥酒に酔った方のため
⑦すべての利用者のため 89%
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ホームドアの更なる整備促進に向けた提言・参考資料①

①ホームにおける転落・接触等は依然として多発。 ②ホームドアは転落・接触等の防止に大きな効果。
③アンケート調査結果によると利用者の多くはホームドアを全ての利用者のための施設でもあると認識。
⇒全ての利用者の安全性の向上を図る施設として、ホームドアの更なる整備の推進が必要。

１．ホームドアの意義について
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⑦すべての利用者のため
関東大都市圏
近畿大都市圏
中京大都市圏
その他の大都市圏
大都市圏以外
全国

■そう思う ■そう思わない

ホームドアの整備効果
（東京メトロ・有楽町線の例）
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＜転落事故件数の推移＞ ＜転落事故による遅延時間＞

※全国4,000名を対象とした
インターネットアンケート調査

いずれも高い割合

一般の利用者向けアンケート
アンケート調査の結果

視覚障害者向けアンケート ※（福）日本盲人会連合による
加盟団体へのアンケート調査

「すべての利用者のため」が最も高い

（N=161）
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ホームドアの更なる整備促進に向けた提言・参考資料②

①これまで優先整備の対象としてきた１０万人以上駅の整備率は、
約４４％。 ②番線に着目した整備状況は約２９％に留まる。
⇒番線ごとの整備状況にも着目して、計画的な整備促進が必要。

２．番線に着目したホームドアの整備について

ＪＲ東日本において導入予定のスマートホームドア®

３．軽量型ホームドア等の整備促進について

10万人以上駅の整備済み駅数 １２３駅 ／ ２７９駅 （約44％）

①ホームドア整備には多額の費用がかかり、普及に当たっての大き
な課題。 ②設備費用、ホーム補強費用を低減させる、新たなタイ
プの軽量型ホームドア等が実用化されつつある。
⇒軽量型ホームドア等の整備を促す政策的誘因の検討が必要。

10万人以上駅の整備済み番線数 ３５３番線／１２１９番線（約29％）

ＪＲ九州において導入されている軽量型ホームドア

＜設置駅数＞

総駅数：２７９（駅）

約44%

＜設置番線数＞

総番線数：１２１９（番線）

約29%

※「スマートホームドア」は、
ＪＲ東日本メカトロニクス㈱
の登録商標です。


